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ま
ず
は
、手
に
取
っ
て
い
た

だ
く
議
会
だ
よ
り
、そ
の
た
め

に
一
面
か
ら
ガ
ラ
ッ
と
変
え
ま

し
ょ
う
と
題
字
を
含
め
て
検
討

し
て
い
ま
す
。読
み
や
す
く
、分

か
り
や
す
く
、だ
け
ど
、あ
れ
も

こ
れ
も
と
な
り
が
ち
で
す
が
、

そ
こ
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
、ま
ず

は
市
民
の
皆
さ
ま
方
に「
見
て

い
た
だ
く
」を
議
会
広
報
委
員

み
ん
な
の
総
意
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。と
い
っ
て
も
随

所
に
工
夫
が
生
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
年
初
か
ら
震
度
７
の

能
登
半
島
地
震
や
翌
日
に
救
援

物
資
を
塔
載
し
た
海
保
機
と
Ｊ

Ａ
Ｌ
旅
客
機
が
衝
突
と
い
う
痛

ま
し
い
事
件
が
立
て
続
け
に
起

こ
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
　
　

議
会
広
報
委
員　

　

岡
田 

和
則

編
集
後
記

編
集
後
記

12
月
定
例
会
で
は
、議
員
か

ら
１
件
の
議
案
が
、市
長
か
ら
21

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
の

早
期
平
和
実
現
を
求
め
る
決
議

に
つ
い
て【
議
会
議
案
第
５
号
】

 （ 

詳
細
は
５
面
に
掲
載 

） 

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等

広
場
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
65
号
】

令
和
６
年
度
以
降
に
予
定
し
て

い
る
深
沢
地
域
整
備
事
業
用
地
の

土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
令

和
６
年
１
月
を
も
っ
て
深
沢
多
目

的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
ス
ポ
ー
ツ
利

用
を
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

代
替
地
と
し
て
、
山
崎
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
の
一
部
を
、
地
方
自

治
法
第
14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
等
広
場
と
し
て
公
の
施

設
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
６

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
し
、

令
和
９
年
３
月
31
日
に
そ
の
効
力

を
失
う
旨
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て 【
議
案
第
68
号
】

全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る

た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
世

帯
に
出
産
す
る
予
定
の
被
保
険
者

ま
た
は
出
産
し
た
被
保
険
者
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
世
帯
の

世
帯
主
に
対
し
て
賦
課
す
る
国
民

健
康
保
険
料
の
う
ち
、
出
産
被
保

険
者
の
産
前
産
後
期
間
に
係
る
所

得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額
を
減

額
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
ほ
か
、
引
用
条
項
の
整
備
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
、
令
和
６
年

１
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
学
校
給
食
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て 【
議
案
第
69
号
】

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
る
小

学
校
給
食
の
食
材
料
費
の
上
昇
に

対
応
す
る
た
め
、
学
校
給
食
費
の

上
限
額
を
月
額
４
５
０
０
円
か
ら

月
額
４
８
０
０
円
に
改
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
75
号
】

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

新
た
な
事
務
と
し
て
追
加
さ
れ

る
、
戸
籍
謄
本
等
の
広
域
交
付
、

戸
籍
等
電
子
証
明
書
提
供
用
識

別
符
号
の
発
行
、
届
書
等
情
報
内

容
証
明
書
の
交
付
等
の
手
数
料
に

つ
い
て
、
国
が
定
め
る
標
準
額
に

準
拠
し
て
定
め
る
ほ
か
、
規
定
の

整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
、

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

【
議
案
第
70
号
】

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
、
今
泉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
ご
み
ピ
ッ
ト
内
清
掃
等
業
務

委
託
料
、
有
害
鳥
獣
駆
除
等
業
務

委
託
料
、
滑
川
有
料
公
衆
ト
イ
レ

解
体
工
事
請
負
費
お
よ
び
中
学

校
給
食
賄
い
材
料
費
な
ど
の
追
加

を
す
る
一
方
、
鎌
倉
海
岸
下
水
道

排
水
設
備
等
設
置
工
事
請
負
費

お
よ
び
第
一
中
学
校
通
学
路
の
り

面
整
備
工
事
請
負
費
な
ど
の
減
額

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入

歳
出
と
も
に
２
億
６
８
７
万
１
千

円
を
減
額
し
、補
正
後
の
総
額
は
、

６
８
４
億
２
６
４
４
万
９
千
円
と

な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
） 【
議
案
第
71
号
】

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

が
予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
に
対
応
す
る
た
め
、

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託

業
務
に
必
要
な
経
費
を
追
加
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と

も
に
５
５
１
万
２
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
、
１
８
９
億
５

６
１
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
） 【
議
案
第
72
号
】

大
塚
川
排
水
区
の
公
共
下
水

道
雨
水
築
造
工
事
に
お
い
て
、
施

工
区
間
の
延
長
を
行
う
た
め
、
建

設
改
良
費
を
追
加
す
る
も
の
で
、

資
本
的
収
入
・
資
本
的
支
出
と

も
に
９
２
０
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
は
、
資
本
的
支
出
が

35
億
７
４
０
０
万
５
千
円
と
な

り
ま
す
が
、
資
本
的
収
入
か
ら
資

本
的
支
出
を
差
し
引
い
た
不
足

額
に
つ
い
て
、
減
債
積
立
金
お
よ

び
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
か
ら
補
塡
す
る
た
め
、
財
源
に

つ
い
て
補
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

【
議
案
第
73
号
】

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
の

支
給
に
係
る
経
費
、
民
間
保
育
所

等
給
食
費
・
光
熱
費
補
助
金
、
医

療
機
関
等
光
熱
費
等
支
援
金
の

支
給
に
係
る
経
費
、
農
業
従
事
者

に
対
す
る
肥
料
等
高
騰
支
援
補

助
金
、
水
産
業
従
事
者
に
対
す
る

燃
料
費
高
騰
支
援
補
助
金
、
公
衆

浴
場
設
備
整
備
費
等
補
助
金
、
鉄

道
事
業
者
電
力
価
格
高
騰
対
策

補
助
金
、
市
営
住
宅
集
約
化
事
業

委
託
料
お
よ
び
私
学
助
成
幼
稚

園
給
食
費
補
助
金
の
追
加
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と

も
に
14
億
５
３
８
８
万
４
千
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
、
６

９
８
億
８
０
３
３
万
３
千
円
と
な

り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛
成

に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

山
田　

隆
二
氏

眞
壁　

成
子
氏

曽
根　

民
子
氏

菱
田　

惠
子
氏

加
藤　

三
惠
子
氏

村
上　

史
氏

植
松　

育
子
氏

波
多　

周
氏

任
期
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

《
市
長
提
出
議
案
》

《
人
事
案
件
》

補
　
正
　
予
　
算

12
月
定 

例 

会

条

例

関

係

議

案

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
当

選
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
委
員
】

門
河　

通
憲
氏

奥
津　

淑
子
氏

麻
生　

孝
子
氏

關
本　

和
臣
氏

【
補
充
員
】

林　
　

康
弘
氏

西
岡　

正
江
氏

吉
田　

智
子
氏

石
川　

裕
一
氏

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
等
の
選
挙

人
権
擁
護
委
員

議決された主な議案等
無

所

属

銀

河

鎌

倉

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・
鎌

倉

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

自

民

党
・

無
所
属
の
会

夢
み
ら
い
鎌
倉

　
長
嶋
　
竜
弘

　
竹
田
　
ゆ
か
り

　
藤
本
　
あ
さ
こ

◎
吉
岡
　
和
江

◎
保
坂
　
令
子

◎
く
り
は
ら
　
え
り
こ

◎
大
石
　
和
久

◎
志
田
　
一
宏

　
日
向
　
慎
吾

　
出
田
　
正
道

◎
中
里
　
成
光

　
池
田
　
　
実

　
前
川
　
綾
子

　
後
藤
　
吾
郎

　
く
り
林
　
こ
う
こ
う

　
千
　
　
　
一

　
松
中
　
健
治

※12月定例会では、市長提出議案21件、議員提出議案１件、陳情４件の採決を行いました。
※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する２人
以上の議員で構成されます。

※会派に属する議員は代表質問を行うことができます。
また、議会運営委員会や予算・決算等特別委員会の委員
となることができます。

会 派 名

議 員 名 ※◎は会派の代表者
※池田実議員は議長のため、採決には参加していません。

主 な 議 案 等 議決結果
第65号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第70号

令和５年度鎌倉市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

山崎浄化センタースポーツ等広場条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第71号

令和５年度鎌倉市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決

可決

第72号

令和５年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）
（低所得世帯支援給付金の支給に係る経費の追加ほか）第73号

パレスチナ自治区ガザ地区の早期平和実現を求める決議について 可決第 5 号

鎌倉市における犯罪被害者等支援条例の制定を求める陳情
(鎌倉地区被害者支援ネットワーク) 採択第25号

鎌倉市における犯罪被害者等支援条例の制定を求める陳情
(大船地区被害者支援ネットワーク） 採択第26号

第27号 鎌倉市庁舎の保守点検、修繕、管理についての陳情 不採択 － － － － － － － － － － ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○
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第69号 鎌倉市学校給食費に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
令和５年度鎌倉市一般会計補正予算（第６号）
(第一中学校通学路のり面整備工事請負費の減額ほか）

○：賛成　　－：反対　　欠：欠席


